
水土里情報を活用した多面的機能支払交付金事業の対応について
紹介します

内容：多面的機能支払交付金対策を円滑に進めるためのツール「愛知県多面

的システム」を構築した。
☆交付金の適切な執行の管理が可能

・組織別面積管理、及び組織別施設管理
・中山間直接支払、耕作放棄地対策等との連携

☆ 現地確認の適切な執行が可能 (現地確認端末の使用含む)
・現地調査実施を円滑に進めるツール
・現地調査図面の作成、確認野帳の作成ができ、確認写真の整理を効率
的に実施する。

経緯：Ｈ１９年度の農地・水開始時及びＨ２４年度の立ち上げ時には、対象農用
地と対象施設の活動区域図作成が様々な仕様で行われたため、対象農用
地の転用管理も統一的に行う事が困難であった。
今回の立ち上げ申請を機会に、全て水土里情報をベースとした作成を行

った。

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第６８号

（１／２）

愛知県多面的システムの概略

今回紹介する団体：愛知県内の多面的機能支払交付金事業に係わる市町村



（２／２）

今後、農地の保全状況（遊休農地の発生状況）、施設の機能状況（点検・機能診
断結果や補修の履歴）に加えて、資源向上活動（長寿命化）の工事履歴を登録す
ることにより、地域の状況が一元的に把握できるように活用の幅を広げていきたい。

今後の活用予定

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（細川、久貝） 03-6744-2201（直通）

■お問い合せ先

愛知県土地改良事業団体連合会 （事業部調査課） 052-551-3621

愛知多面的システムを活用し・・・

①本システムで継続的に対象農用地、対象施設の管理を行う事で、活動位置図
の修正を迅速に行うことができ、経費の節減となる。

②市町村担当者が行う保全状況の確認の結果整理が効率良く行える事で、担当
者の負担が軽減される。

期待される効果

（別記３－１様式第２号）

協定農用地について、別紙のとおり相違ないことを確認しました。

1.協定農用地の保全管理状況

大字 字 本番 枝番 孫番

②

大字清水町地内の協定農用地 適

大字向山町地内の協定農用地 適

協定農用地の管理状況の適否等

備考
所在 現況

地目
管理状況の

適否

① ③

対象組織名 高取みどり会 (氏名)

現地確認日 現地確認立会人

平成26年度 協定農用地確認野帳

市町村名 高浜市 確認者(所属)

◎CSVデータの有るフォルダーを選んで下さい。

C:\GisData\水土里Egg\data\調査後\豊橋現地確認_CSV

◎写真データの有るホルダーを選んで下さい

C:\GisData\水土里Egg\data\調査後\豊橋現地確認_images

◎写真の向きを入力して下さい。                 縦：1 横：2  → 2

◎全組織の組織毎写真連番を入れた地図を更新します。

C:\GisData\水土里Egg\data\調査後\豊橋現地確認_Shape

◎組織名を選んで下さい。

水土里げじょう

◎転記データを整理して、確認野帳、写真帳を作成します。

◎組織別のエクセルファイルを作成します。 (確認野帳、写真帳)

    ・保存場所  →  [デスクトップ] - [現地確認結果] - [組織別エクセル表] ホルダー

水土里ネット愛知作成

2015.3.23 Ver1.22
愛知県多面的システム 現地確認結果整理ツール

農用地 施設 写真帳 エクセルファイル→

①ＣＳＶデータ取込み

③対象組織の選択

④-3写真の整理[組織毎]④-1農用地の整理[組織毎] ④-2施設の整理[組織毎]

⑤エクセル作成[組織毎]

①ＣＳＶデータ取込み

③対象組織の選択

④-3写真の整理[組織毎]④-1農用地の整理[組織毎] ④-2施設の整理[組織毎]

⑤エクセル作成[組織毎]

写真帳シート農用地シート 施設シート

各転記用シート

②-1写真データ取り込み②-1写真データ取り込み

写真連番地図.mxd→

→→ →

→

②-2写真連番地図更新

＋ ＋

現 地 確 認 で の 活 用

現地確認端末の活用

活動位置図

GPSで
位置確認

写真の保存

確認して
データ修正

確認野帳の出力

写真位置図写真帳の出力

現地確認結果整理ツール

現地確認用図面の設定


